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はじめに

山口大学教育学部附属学校では、「『特別の教科 道徳』学びの会」(以下、「学びの会」)と題する、教員

や一般の教育関係者、教職を志す大学生等を対象にした研究会を継続的に行っている。学びの会では、平成

30 年度から小学校、平成 31 年度から中学校で、教育課程における道徳の時間が「特別の教科」化されるこ

とを踏まえて、平成 29 年度より発足した。取組については主に道徳科の授業づくりの在り方や評価方法等

に関してで、山口県内外へ情報を発信し、参加者の意識を啓発するとともに、参加者同士で広く考えや意見

を交流している。この研究会は過去 8 回実施し、７回は 300 人程度、8 回はオンラインでの取組で 400 人程

度の参加者が集まっており、研究会に対する関心の高さを示唆している。

研究会のテーマは、道徳科に関する授業づくりの基礎・基本や先人の生き方、ユニバーサルデザインを取

り入れた考え方、現代的課題等、教職現場にある課題を広くカバーするものである。例えば、第 5回では、「楽

しく体験 !多様な指導方法 (光小学校 久保田高嶺 )」、「楽しく体験 !道徳授業 (山口小学校 森重孝介 )」、

「模擬授業で楽しく学ぶ(光中学校 藤永啓吾)」、「道徳科の授業(道徳科の授業の教育的意義に関する講義)

( 下関市教育長 児玉典彦 )」であった。このような研究会を連続的に実施することは、附属学校から県内

外の教育関係者への発信力の確保につながると考える。

表 1に第 1回から第 7回までの学びの会の開催日時、開催場所、および講演者と講演内容の概要を示す。

本研究では、第 7回の参加者に対して、参加者の属性情報と学びの会に対する意識を調査することで、参

加者の属性の傾向と、学びの会に対する印象を分析した。

１．方法

１－１ 実験時期

本研究は、2020 年 2 月 9日に実施された「特別の教科 道徳学びの会」終了後に行われた。

１－２ 調査対象者

本研究の調査対象者は道徳学びの会参加者のうち回答が得られた 186 名

１－３ 材料

本研究では以下の質問項目を設定した。1．性別 2．職務年数 3．所属校種 4．専門 (1. 道徳、2. 教科、
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3. 生徒指導、4．マネジメント ) 5．参加回数 6．学びの会参加に対する意識を尋ねる項目。使用した質

問紙を資料として文末に掲載した。項目は、これからも参加したい、次の開催を楽しみにしている、同僚に

知らせたい、他教科の授業づくりに役立つ、幼小中高を選ばず役立つ、教育相談や生徒指導にも有効だ、法

定研修で行われてもよい、「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりに役立つ、最新の教育の話題につい

て知ることができる、であった。回答は 4件法 (そう思わない；1、あまりそう思わない；2、少しそう思う；

3、そう思う；4) であった。

表 1 学びの会のこれまでの開催スケジュールと講演者、講演内容

１－４ 手続き

本研究の調査は学びの会受付時に配布され、終了時に受付で回収した。その他の調査も含め、回答には 3

分程度を要した。

２．結果

参加者の属性に関する回答の結果を示す。
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表 2 性別と学校種のクロス集計表

表 2に性別と学校種のクロス集計表を示す。

表 3 性別と専門のクロス集計表

表 3 に性別と参加者の専門のクロス集計表を示す。道徳を専門ととらえている参加者が 172 名中 90 名で

あった。参加者は男性が 68 名、女性が 104 名であった。

表 4 学校種と専門のクロス集計表

表 4に学校種と専門のクロス集計表を示す。小学校と中学校の両方で道徳、教科生徒指導の順で多かった。

表 5 専門と参加回数のクロス集計表
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表 5 に専門と参加回数とクラスタクロス集計表を示す。126 名が 1 回目の参加であったが、約 25% の 42

名が 2回以上の参加であった。

表 6 職務年数と専門のクロス集計表

表 6に職務年数と専門のクロス集計表を示す。4年以下、5年から 13 年、14 年から 24 年、25 年以上のカ

テゴリではそれぞれ 35 名、48 名、41 名、42 名とまんべんなく分布していた。さらに、道徳を専門とする

者に注目すると、それぞれ 13 名、30 名、24 名、20 名と 5年以上の職務年数の参加者が多かった。

表 7 意識に関する質問項目の平均値、中央値、標準偏差

表 7 に、意識に関する質問項目の要約統計量を示す。中央値を見るとすべての項目で 4 という値を得た。

これは、参加者の半数以上が学びの会が研修として高い評価を得ていることが示された。

次に意識に関する質問項目に関する回答結果を質問項目別に示す。図 1 に性別による「同僚に知らせた

い」の平均値を示した。t検定の結果は有意ではなかった (t(177)=-1.236、p=.22)。図 2に、職務年数別の

「同僚に知らせたい」の平均値を示した。1要因分散分析の結果、有意ではなかった (F(3,168)=1.270,p=.29)。

図 3に、職務年数別の「他教科の授業作りに役立つ」の平均値を示した。1要因分散分析の結果、有意であっ

た (F(3,168)=3.026,p=.031)。多重比較の結果 5 － 13 年の評定値が 4 年以内、14 － 24 年、25 年以上のカ

テゴリよりも有意に低かった (それぞれt(168)=2.230, p<.05;-2.517, p<.05; -2.488, p<.05)。図 4に職
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務年数別の「幼小中高を選ばず役立つ」の平均値を示した。1要因分散分析の結果、主効果は有意ではなかっ

た (F(3,168)=1.681,p=.173)。図 5 に職務年数別の「法定研修で行われてもよい」の平均値を示した。1 要

因分散分析の結果、有意ではなかった (F(3,168)=0.586,p=.625)。図 6 に職務年数別の「最新の教育の話題

を扱っている」の平均値を示した 1 要因分散分析の結果、主効果が有意であった (F(3,168)=4.306,p=.006)。

多重比較の結果、5 － 13 年の職務年数の評定値が 4 年以下、14 － 24 年、25 年以上よりも有意に低かった

(t(168)=2.429, p<.05; -1.989, p<.05; -3.473, p<.01)。図 7に小中学校とそれ以外の「幼小中高を選ば

ず役立つ」の平均値を示した。1 要因分散分析の結果、主効果が有意であった (F(2,176)=6.293,p=.002)。

多重比較の結果、小学校が中学校よりも有意に低い評定値であった (t(174)=-3.174, p<.01)。図 8 に小中

学校とそれ以外の「教育相談や生徒指導にも有効」の平均値を示した。1 要因分散分析の結果、主効果が

有意傾向であった (F(2,174),p=.094)。多重比較の結果、小学校が中学校よりも有意に低い評定値であった

(t(174)=-1.895, p=.06)
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３．考察

本研究の目的は、山口大学教育学部の附属小中学校の教員が主体となって開催している研修シリーズであ

る「特別の教科 道徳 学びの会」の参加者の会に対する意識を調査することであった。本研究では、参加

者のプロフィール情報と会に対する意識を尋ねる項目を用いた。

まず、回答を得られた参加者は 180 を越える人数であった。山口大学が実施する教員免許更新講習では、

100 名を越える講座としては、いわゆる必修領域に関する科目であり、選択や選択必修の科目は大きいもの

でも数十名のクラスサイズである。これを踏まえると、学びの会の参加者は多数であると考えられる。また、

教員の学びの会に対する関心の高さをうかがうことができる。性別の内訳は、男性 71 名、110 名と偏りは

ないと考えられる。参加者の学校種は小学校が 111 名、中学校が 55 名と小中学校教員の参加者が大部分を

占めていた。参加者の専門意識は道徳が 91 名、教科が 47 名、生徒指導が 18 名、マネジメントが 10 名であっ

た。道徳が約半数を占めるが、それ以外の領域を専門とする教員の参加も多く、学びの会が多様な領域の専

門性に対してアピールしていると考えられる。専門と職務年数のクロス集計の結果、 4 年以下、5 年から 13

年、14 年から 24 年、25 年以上のカテゴリではそれぞれ 35 名、48 名、41 名、42 名とまんべんなく分布し

ていた。さらに、道徳を専門とする者に注目すると、それぞれ 13 名、30 名、24 名、20 名と 5 年以上の職

務年数の参加者が多かった。マネジメントでは 14 年以上の参加者が専門であると回答していたことは、本

調査が正しく実施されたことを反映している。学びの会への参加回数は、1回目が 126 名、2回目が 28 名と

いう回答であった。この結果は、学びの会が現在 7回目の実施であることや、学びの会がもともと連続的に

受講するように計画されているものではないことに起因すること考えられるが、繰り返しの参加者を募る工

夫を検討する余地が残されていると考えることもできる。

参加者のプロフィール情報に関する分析結果については、次のようにまとめることができる。まず、全体

的な参加者数は十分に多数であると考えられることである。2 つめは、性別に偏りはないということである。

3 つめは、小中学校教員の参加者が多数を占めることである。4 つめは、道徳を専門とする参加者を中心と

して、幅広い専門性に対して関心を集めていることである。5 つめは、1 回目、2 回目の参加者が多いとい

うことである。以上の知見を踏まえると、学びの会の参加者は、現在のところ道徳を専門とする小中学校教

員に対するニーズにこたえるものであると考えられる。7 回の単発の講座であっても、参加者の関心を集め

る研修内容を提案していることが示唆される。一方、参加者の学校種で少ないと考えられるのは、高等学校

の教員であると考えられる。また参加者の専門性で少ないと考えられるのは生徒指導やマネジメントを専門

とするする教員であると考えられる。現在、高等学校における道徳は必修ではないため、道徳の時間を教育

課程に確保しなければならないわけではない。高等学校の道徳の位置づけについて文部科学省 (2016) は「中

央教育審議会教育課程部会考える道徳への転換に向けた WG 資料４」において、「高等学校学習指導要領の

次期全面改訂に向けて、社会との関わりの中で主体的に生きる力を育成することをねらいとした新科目の設

置に関する検討なども踏まえ、道徳教育の改善のための検討を行うことが必要である」と述べている。また、

同資料では、「教育課程企画特別部会 論点整理」（文部科学省、2015) おいて、「どのように社会・世界と

関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）」が児童生徒の育成する資質・能力の柱の一

つであることを踏まえて、「高等学校段階は、一人一人が人生を歩んでいく上での手掛かりや内面的な基盤
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を確立するべき時期であり、哲学や宗教などに関する基礎的な教養を養うとともに、今日的な課題に関する

多角的、批判的、創造的な議論の経験を重ねることなどが求められる。このことを通じ、国家及び社会の責

任ある一員として必要な教養や行動規範などを身に付けていくことが期待される。」と述べられている。こ

のような、現代の教育的課題に幅広く対応できるような研修テーマを年に 1回程度提供するなどすることで、

今後は高等学校の教員の関心を高める可能性を指摘したい。

次に意識項目についての分析結果について検討する。意識項目では、すべての項目において中央値が 4で

あった。本研究で用いた項目は、学びの会に対して、「これからも参加したい」「次の開催を楽しみにしてい

る」という期待や「他教科の授業づくりに役立つ」「幼小中高を選ばず役立つ」「教育相談や生徒指導にも有

効だ」という他領域への応用に対する効力感、「法定研修で行ってもよい」という研修効力感、「主体的・対

話的で深い学びの授業作りに役立つ」「最新の教育の話題について知ることができる」という教育の最新事

情との関連性という諸側面について確認したものであるが、調査結果では、それらのどれに対しても高い評

価を得たといえる。

各項目について、プロフィール情報に関連付けた分析結果について検討する。「他教科の授業づくりに役

立つ」という項目については、5 年から 13 年の参加者で他のカテゴリよりも低い評定値であった。「最新の

教育事情を扱っている」という項目でも、5 年から 13 年の参加者で他のカテゴリよりも低い評定値であっ

た。また、有意ではなかったものの、「幼小中高を選ばす役立つ」についても 5年から 13 年の参加者で他の

カテゴリよりも低い評定値であった。5 年から 13 年の参加者で低い評定値を得た項目は、他領域との関連

付けに関する項目であったと考えることができる。本研究の調査結果だけでは限定的ではあるものの、5 年

から 13 年程度の職務年数の参加者は、他領域との関連付けに対して厳しい意識を持っている可能性がある。

武智・チニンタ・岡谷・田中 (2015) は、教員免許更新講習の受講者を対象として、若手教員に対する自分

の経験を基準にして指導助言を行うことに関する調査を行った。その結果、教職経験年数が 1 から 10 年で

は 66.7%、21 年から 30 年では 90.7%、31 年以上では 92.5% であり、11 から 20 年では 85.4% であった。ま

た、勤務校数が 1から 2 校では 72.2％、5から 6 校では 89.2%、７から 8 校では 100% であり、3から 4 校で

は 77.1% であった。なお、このような、年代や職務年数による自身の経験の伝達意思の高まりは、男性より

女性の方が高い。この結果について、武智ら (2015) は、先輩教員の効果的な経験に基づく指導を受けるこ

とが、若手教員にとって重要な学びの場となり、そのうえで先輩教員の「経験」のみに依拠した若手教員へ

の指導・助言では指導の有用性の保証は難しいと述べている。このように、経験のみを伝達することは指導

の有用性を抑制することにつながりかねない一方で、本研究の結果は、5年から 13 年の職務年数の参加者は、

自身の専門性と他領域の関連づけ（河井・溝上、2012) のあり方について模索している可能性を示唆するも

のである。日本の教員の授業作りに関する自己効力感の低さについては、国際比較研究で指摘されている(文

部科学省、2020)。学びの会のプログラムは、道徳の授業の楽しさや具体的手法などを伝えるものを中心に

構成されている。このような内容は、5 年から 13 年の職務年数の教員の授業作りに関する手立てとなりう

るものであると考えられる。シュライヒャー (2019) は、Educaation2030 時代における創造的な教員に求め

られる資質・能力として、意思決定の根拠となるデータを共有して活用できることや、個々の教員の専門性

を獲得することを挙げている。学びの会が特別の教科道徳に関する専門性を高め、教職に関する創造性を高

めることにつながることに期待する。
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付記

本論文は特別な教科道徳の特性や他教科との違いについては検討の範囲外である。特別の教科道徳に関す

る専門的な情報を参照される際には、学びの会に照会されたい。

窓口 山口大学教育学部附属光中学校 藤永啓吾
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